
 

 

  

放射線による「がん」治療の歴史は百年にも及び、私自身が治療を始めてからでも既に二

十年になります。直接に自身で計画して治療をした人だけでも数千人を数え、間接的には数

万の症例はみてきましたが、まだ「がん」もその治療も本質的には理解できていない気が致

します。 

「がん」には様々な種類がありその経過は非常に多くのバリエーションがあります。同じ

部位、同じステージ、同じ組織型であっても皆同じ経過をとるわけでは在りません。元々の

細胞自体が人により異なる訳ですからある意味当然の事なのですが、このことはつい見逃し

てしまいがちです。例えば我々は２５歳男性の平均余命を予測することは出来ますが、目の

前にいる２５歳の男性 A さんが幾つまで生きるかは分からないのと同じです。「分からない

ことは分からない」と捕らえるのが科学的な視点と言うものでしょうが、数をこなしている

とつい分かった気になってしまうのが怖いところです。 

最近また「医療ミス」などの報道が増えていますが「わからないこと」を「わかっている」と思い込み、「できないこと」

を「できる」と錯覚することが原因になっていることも多いのではないでしょうか。医師としては「患者さんが何を望んで

いるのか」を知り、その中で「医療として出来ることは何か」を考え「その中でいま自分にできることは何か」をしっかり

把握することが大事なことだと思います。今はネットなどで情報が簡単に手に入る時代ですが、ファイルをコピーすること

とファイルの中身を理解することは全く別物です。打撃の本を読んでイチローの代わりに打席にたてると思う人はまずいな

いでしょうが、医療ではこの点を勘違いされていることが少なくないようです。医学教育においても教えることには力点を

置いてきているようですが、こうした視点は欠けているように思います。本人が自覚し、努力と修練を積まないで身につく

技術なんてあるのでしょうか。 

「がん」から話がそれてしまいましたが、我々はつい「がん」という言葉の魔力に捕らえられ疾患の部分にしか目が行か

なくなってしまいがちですが、「がん」は数ある疾患の一つに過ぎませんし、その人の人生の一部分にしか過ぎないのです。

大事なことは患者さんが良い人生を送れることであり、我々はよきサポーターとなるのがあるべき姿ではないでしょうか。

最近はマニュアルが大流行で医療においても手順を予め決めそれに沿って治療を進めて行くのが良い医療だと考えられ

ているふしもありますが、患者さんは本当にファストフードのチェーン店のような対応を求めて病院にやって来られるので

しょうか、求めておられるのはもっと人間的な対応ではないのでしょうか。医師が人として医療の現場にいる必要性とは患

者一人ひとりにあった、出来る限り理想に近いオーダーメイドの医療を組み立てることではないのでしょうか。偶々生きて

ゆく過程で「がん」という壁にぶつかり、それをどう克服するか、その方策を一緒になって考え実行してゆく、それが正し

い「がん」治療なのでしょう。 

とりとめのないことを長々と書いてしまいましたが、なにか深刻な顔をして運命を司るかのように振舞うのが医師のある

べき姿のように誤解されている風潮があるので、なんとかこの雰囲気を払拭したいと思っております。ちなみに当科では「明

るい『がん治療』」を心掛けており、訪れる人が心安らぎ、生きる活力を得て帰って頂くことを常に念頭において治療を進

めております。幸いに良く治るという評判で全国から患者さんが来られますが、病を治すのは患者自身であり、我々は常に

治療の良きパートナーとしてあることを願っております。 

さくら咲き誇る季節になりましたね。
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放射線科 
助教授 

馳澤 憲二 

風のにおいが変わり、暖かい季節がやってくるのを感じま
す。 
さて、毎年 5 月 12 日はﾌﾛｰﾚﾝｽﾅｲﾁﾝｹﾞｰﾙの誕生日にちなんだ

「看護の日」です。旧厚生省により 1990 年に制定されて、看
護の日週間には看護にふれていただく機会として全国的に催
しが行われています。当院でも例年５月に半日間で「看護ﾌｪｽﾃ
ｨﾊﾞﾙ」を行っており、本年度も当看護職員による血圧や体脂肪
測定、車椅子乗車体験、健康相談などを行う予定です。例えば
皆さま、自分の肥満度をご存知ですか？実際に知らされるとび
っくりすることもあります。日頃から健康の維持、増進にも気
を配りたいものですね。    

広報委員会 委員 大崎 千恵子

□ロビーコンサートのお知らせ 

¾ ４月１４日（金） 池内 光子さん   アコーディオン演奏会 

¾ ４月２６日（水） 丹羽 千夏さん他  ピアノ・クラリネット演奏会 

¾ ５月１５日（月） 内田 ゆう子さん他 ピアノ・ギター演奏会 

¾ ６月 ９日（金） 戸島 郁子さん他  ピアノ演奏会（連弾） 

 

 中央棟 1階会計前ロビーにて開催いたします。３０分間の演奏会です。是非お越しください。 

 スケジュールの変更等がございましたら、ピアノ前掲示板および病棟掲示板にてご案内いたしますので、ご確 

認ください。 また、演奏会当日には、ピアノ前掲示板にて、演奏会プログラム(演者と曲目紹介)を掲示いた 

します。 

 

 

□公開講座のお知らせ 

  平成１８年度第１回目となる昭和大学横浜市北部病院公開講座の企画をいたしました。下記演題で開催を 

予定しております。聴講をご希望される方は応募の方法をご確認のうえ、往復はがきにてお申込みください。 

たくさんのご応募をお待ちしております。 

 

¾ 日時：平成１８年５月１３日（土） 

¾ 場所：西棟４階 診療放射線専門学校講堂 

¾ 定員：各講演とも１００名（定員を超えた場合には抽選となります） 

¾ 講演① １３：３０～１５：００ 

演題『これからの人間ドック ～ＰＥＴの有用性とその限界～ 』 

      演者：武中 泰樹 医師（放射線科・助教授）  司会 新井 一成 医師（外科・教授） 

¾ 講演② １５：００～１６：３０ 

演題『アトピー性皮膚炎』 

       演者：宋 寅傑 医師（皮膚科・専任講師）   司会 島田 誠 医師（泌尿器科・教授） 

¾ 応募方法：①往復はがきにて、必要事項を記載のうえご郵送ください。 

          必要事項：希望演題、住所、氏名、年齢、連絡先(電話番号)の５項目 

               ※返信用の面にもご住所のご記載をお忘れないようお願いいたします。 

               ②申込み受付期間：平成１８年４月３日（月）～５月８日（月）最終日必着 

        ③問合せ先：昭和大学横浜市北部病院管理課内公開講座担当  

              〒224-8503 神奈川県横浜市都筑区茅ヶ崎中央３５－１ 

                    電話：０４５－９４９－７０００（代表） 

¾ 注意事項：①１枚のはがきにて、１名様１講演のお申込み受付となります。２つの講演を希望される方は

２枚おはがきが必要となります。ご夫婦でお申込みの場合も１枚ずつでお申込みが必要とな

ります。 

   ※はがきは受講票となりますので、必ずお１人１枚でお申込みください。 

          ②各講演とも受付期間終了後、定員を超えた場合には、厳選なる抽選と行います。当落のご連

絡は５月９日(火)以降順次返信はがきをご郵送いたします。また、電話でのお問合せ、照会

等は一切お答えいたしかねます。ご了承ください。 

          ③公開講座当日、ご欠席される場合は、事前に上記担当までご一報ください。 

        



 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

⑨検査技師の対応 満足･･･33.1％               ⑩その他職員の対応 

 やや満足･･･10.4％               満足･･･33.8％ 

 ふつう･･･17.5％                               やや不満･･･16.9％ 

 やや不満･･･0.6％                              ふつう･･･20.1％ 

 不満･･･0.0％                                   やや不満･･･1.9％                  
 無回答･･･38.3％                                不満･･･0.6％ 
   無回答･･･26.6％ 

 

⑪待ち時間 短い･･･5.2％ ⑫院内表示･案内板 

 やや短い･･･9.7％  分かる･･･53.2％ 

 ふつう･･･34.4％  ほぼ分かる･･･24.0％ 

 やや長い･･･29.9％  ふつう･･･11.0％ 

 長い･･･12.3％  少し分かりづらい･･･3.2％ 

                 無回答･･･8.4％  分からない･･･0.6％ 

   無回答･･･7.8％ 

 

⑬危険な個所 特にない･･･83.8％              ⑭病院だより 

 ある･･･2.6％ 毎回見ている･･･5.8％ 

         無回答･･･13.6％ ほぼ見ている･･･8.4％ 

  見た事がある･･･32.5％ 

  見た事がない･･･47.4％ 

  無回答･･･5.8％ 

 

⑮病院ホームページ                                    ⑯ＰＥＴ検査 
 よく見ている･･･1.3％ 知っている･･･26.6％ 
      定期的に見ている･･･2.6％ 知らない･･･62.3％ 

         見た事がある･･･34.4％ 無回答･･･11.0％ 

    見たことがない･･･53.9％ 
           無回答･･･7.8％ 

                                                     ＰＥＴ検査を知っているとご回答の方へ  

ＰＥＴ検査を希望しますか？   

 希望する･･･21.4％ 

  希望しない･･･8.4％ 

  分からない･･･59.7％ 

  無回答･･･10.4％ 

   

 

 ※ご要望・ご意見等ご記載の欄にいただきましたものを少し紹介させていただきます。 

  □予約の取消し･変更をしたくて電話しても「混んでいるのでしばらくたって」のテープが流れるのみで、

10 回位しても出なかった。代表の 7000 番にかけても延々と鳴り続けて止めた。大変な状況の人は困る

な、と思った。 

  □西棟地下 2～3 階の駐車場、常に警備員が必要。 
  □危険だなと思う個所は、受付前の椅子と椅子の間が狭い。杖をついているので真ん中の椅子の所までい

けない。 
  □最近は定期的に検査に来るだけですが、昨年までは通院が多く、安心してお任せ出来る病院だと安心し

ています。これからもよろしくお願いいたします。職員の方々みな言葉が丁寧で、態度も柔らかく年寄
りには感謝です。 

  □外来で抗がん剤の治療を受ける際、もう少しお部屋が広いといいなと思います。男女別にして(例えば
カーテンで仕切る等)してもらえるといいな。トイレも男女別が良いです。ステキな病院。皆が頼れる
病院になるよう、これからの発展を願っています。 

 
 上記いただきました、ご意見・ご要望につきましては、対応策等検討させていただきまして、次号以降の病
院だより等でご案内させていただきます。 
 今後も、年に何回か、患者さまのお声を伺わせていただきたく、アンケートのご協力をいただくかと思いま
す。その際は、どうぞご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 ２月２２日(水)に西棟４階講堂におきまして、第３回昭和大学インフェクション・コ

ントロール・フォーラム（以後：ＩＣＦ）を開催いたしました。この長い名称は何？？

と思われる方も多いかと思いますので概要をご紹介いたします。 

昭和大学には８つの附属病院があります。それぞれの病院に、院内感染対策室（委員

会）が組織されています。しかしながら、それぞれの病院で運用について取り決めを行

っているため、運用も様々になっております。そこで、全ての附属病院の院内感染対策

実務者（医師も看護師も技師も事務員も職種を問わず実務者）が年に数回集い、各病院

の問題点や院内感染対策のための情報の共有化を図ることを目的として設立された組織

それが、インフェクション･コントロール・フォーラム（Infection Control Forum：以

後ＩＣＦ）です。 

 初回ＩＣＦは平成１７年３月に昭和大学病院で開催され、職業感染対策を主題に、沖縄県立中部病院感染症グループ

遠藤和郎先生をお招きし、｢あなたを守り、患者を守る職業感染対策｣という講演会を開催しました。 

第２回は平成１７年６月に藤が丘病院で開催されました。ＩＣＦメンバー各自で課題を持ち寄って発表をしました。 

第３回は北部病院が会場となりました。毎回開催会場となる病院がＩＣＦの企画や運営等を行います。 

毎回講演会や発表会の前には、主催病院の感染対策の現状をＩＣＦメンバーで巡視し問題がないかを評価していま

す。今回は、一般病棟、小児病棟、ＮＩＣＵ、集中治療室を講演会の演者の先生と共に巡視し評価を致しましたが、幸

い問題になるようなことはございませんでした。 

 巡視後は国立感染症研究所感染症情報センターより森兼啓太主任研究官を演者にお招きし、「サーベイランスから見

た役にたつ手術創感染対策」という演題で講演をしていただきました。効率的な感染対策は先ずは感染症を知ることか

ら始まること、具体的な感染予防の秘訣まで解りやすい講演をいただきました。また、外科医の先生のお話であったた

め、詳細なエビデンスに基づくお話で説得力がありました。 

参加者にとって医療技術はもとより感染対策の方策も日進月歩であり、常にアンテナを張って、最新の情報をキャッ

チしなくてはならないという事を身にしみて感じる講演会でした。次回の開催は紫陽花(あじさい)が咲き誇る頃に、昭

和大学病院にて開催される予定です。 

2006 年 1 月統計データ( )内は 1 日平均 

外来患者数 30,344 人(1,319.3 人) 入院患者数 17,430 人(562.3 人) 救急車搬送件数 520 人(16.8 人) 手術件数件 439 件(23.1 件) 

2006 年 2 月統計データ( )内は 1 日平均 

外来患者数 29,601 人(1,287.0 人) 入院患者数 17,191 人(614.0 人) 救急車搬送件数 442 人(15.8 人) 手術件数件 444 件(22.2 件) 

西棟４階 講堂

 献血と言って思い浮かべることは･･･？？演歌のプリンス氷川きよしさんがイメージ

キャラクターを担っているのはご存知の方も多いかと思います。でも皆さん、ご存知で

したか？年々血液の使用量は増加傾向にあるそうです。また、需要があるのですが、特

に冬の寒い時季は献血協力者が著しく減少してしまうのだそうです。そこで血液センタ

ーでは、何とか医療機関に届けなければならない血液を確保するために、学校・病院・

事業所や官公庁等の各方面に協力の依頼をなさっているそうです。確かに、病院や公共

の場所(駅のロータリーなど)で献血バスを見かけることがありますよね。 
北部病院におきましても、センターより協力依頼を受けまして、２月２７日（月）神

奈川県川崎赤十字血液センターの方にお出でいただき、中央棟１階西口にて１０時から

１６時まで献血が実施されました。 
実は今回で４回目となりまして（例年２月と７月に依頼を受けております）、毎回、３０～４０名の方々に献血にご協

力いただいております。 
今後も当院では献血の協力をしていきますので、皆さまも、献血バスが停まっていること見かけましたらご協力がい

ただければと思います。 

西棟４階 講堂




